
 

 

 

本校在籍児童生徒数（2月 1日現在）小学部 10名，中学部 0名 計 10名 

2月の生活目標 自分で進んで行動するひとがいる！ 

二月・立春・ラカム祭 

校長 鈴木 薫 

 朝夕の交通渋滞は激しく、また交通モラルの悪さに呆れながらの通勤は、緊張の連

続である。それにしてもなぜこれほど交通ルールが守れないのか。車線は関係なく、

割り込みも当然のようにし、信号を守らない人も多く・・いちいちあげていったらき

りがない。急いでいって仕事を早く始めたいと思っているとは、思えない。要するに

急がないと、なんとなく自分が不利になるのではないかとの思いなのだろう。人を思

いやることなど、全く考えていない。自分以外は信用しない暮らしの中で、身につい

た生き方なのだろう。「サウジで運転できれば世界のどこでも運転できる」悲しい自

慢話である。 

 さて、2 月になった。2 月はなんとなく地味な感じがする。リヤドも寒い日が続い

ているが、日本も先週あたりから寒波にみまわれ、被害が出ている。一年で最も寒い

とき、植物にとっても動物にとっても辛い月である。しかし 2月 4日は「立春」であ

る。暦の上では春。リヤドの寒さももう少しである。2月の大きな行事は、まず 5日

に行われる「ラカム祭」。一年間の学習の成果を発表する学習発表会である。いろいろ

と工夫して、楽しんでいただけるように、子どもたちも頑張っている。 

 全校あげての学芸的行事は、日本でも地域によって実施率に大きな差がある。いわ

ゆる「学芸会」を経験した方は少ないのではないかと思う。「運動会」と並ぶ大きな行

事だったのだが、教育内容の変化や、時間の確保の問題もあり、（更には学校の娯楽の

質が変わって）学校での「学芸会」は、廃れてしまった。現在は娯楽というよりも、

学んだこと、学習して身についた力を発表する場として、実施されている。しかし、

それさえ実施していない学校も多い。とてもとても、そんな余裕はないということだ

ろう。 

 ラカム祭が終わると、キングサウド大学の日本語学科の学生たちとの交流会がある。

この交流会も歴史があり、学生たちにとっては、勉強している日本語を実際に試す機

会であり、子どもたちにとってもサウジの学生と接し、サウジの遊びや生活を学ぶ貴

重な機会になっている。それからは、修了式・卒業式へと一直線。今年度のまとめと、

次年度への準備が進む。2月は地味だが、とても大切な月であることを、再認識する。

寒くても頑張りましょう。 
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学校運営理事長の交代について 

 

 2年間理事長としてご尽力いただきました、山根元治理事長が、転勤のため帰国されました。 

山根理事長には、本校の教育のために、多方面からご支援いただきました。 

 また、特別授業の講師として、子ども達にいろいろなお話をしてくださいました。 

厚く御礼申し上げますとともに、今後のご活躍を祈念いたします。 

 後任として同じ三井物産株式会社の瀧口氏が本校運営理事長を引き継いでくださいます。 

どうぞ、変わらぬご支援をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

2月行事予定 

 

 

 

 

日 曜 行     事 日 曜 行     事 

1 月 全校集会 17 水  

2 火 発育測定 18 木  

3 水 児童英検 19 金  

4 木  20 土  

5 金 ラカム祭 21 日 英検二次 

6 土  22 月  

7 日 振替休日 23 火  

8 月  24 水  

9 火  25 木 キングサウド大学交流会 

10 水  26 金  

11 木  27 土  

12 金  28 日  

13 土  29 月  

14 日 全校集会    

15 月     

16 火   


